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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粘着剤ポリマーが含まれた溶剤型再剥離用粘着剤組成物であって、この粘着剤ポリマー
が、ガラス転移温度が０℃以上の高Ｔｇポリマー構造と、炭素数４～１２のアルキル基を
有するアルキル（メタ）アクリレート（Ａ）、アルキレンオキサイド鎖含有モノマー（Ｂ
）および官能基含有モノマー（Ｃ）を必須成分として含む原料モノマー成分から合成され
たアルキレンオキサイドポリマー構造とを有すると共に、金属塩化合物が配合されてなり
、
　上記粘着剤ポリマーが、上記高Ｔｇポリマー構造を側鎖に有するグラフトポリマーであ
り、
　上記粘着剤ポリマーの原料モノマー成分１００質量％中、上記高Ｔｇポリマー構造の原
料モノマーが３～３０質量％である
　ことを特徴とする溶剤型再剥離用粘着剤組成物。
【請求項２】
　上記グラフトポリマーが、上記高Ｔｇポリマー構造を有するマクロモノマー（Ｅ）を共
重合したものである請求項１に記載の溶剤型再剥離用粘着剤組成物。
【請求項３】
　上記グラフトポリマーの原料モノマー成分１００質量％中、上記アルキル（メタ）アク
リレート（Ａ）が２５～８５質量％、上記アルキレンオキサイド鎖含有モノマー（Ｂ）が
５～７０質量％、上記官能基含有モノマー（Ｃ）が０．３～８質量％、その他のモノマー
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（Ｄ）が０～１０質量％、上記マクロモノマー（Ｅ）が３～３０質量％である請求項２に
記載の溶剤型再剥離用粘着剤組成物。
【請求項４】
　上記アルキレンオキサイド鎖含有モノマーが下記式（１）で示されるモノマーである請
求項１～３のいずれかに記載の溶剤型再剥離用粘着剤組成物。
【化１】

［式（１）中、Ｒ1は炭素数２～５のアルケニル基であり、ＲとＲ’は、いずれかが水素
原子でいずれかがメチル基であるか、いずれもが水素原子であり、Ｒ2は水素原子または
炭素数１～８の炭化水素基であり、ｎはアルキレンオキサイドの付加モル数であって１～
５０である。］
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載された溶剤型再剥離用粘着剤組成物から得られた厚み２
０μｍの粘着剤層が厚み３８μｍのポリエチレンテレフタレートフィルム基材上に形成さ
れている粘着製品を作製し、この粘着製品の２３℃、相対湿度６５％におけるアクリル板
に対する１８０゜粘着力を測定したときに、３０ｍ／分の高速剥離で１．６Ｎ／２５ｍｍ
以下であり、高速剥離における粘着力を０．３ｍ／分の低速剥離における粘着力で除した
値が１８．０以下となり、かつ、粘着剤層の表面抵抗率が１０13Ω未満である請求項１～
４のいずれかに記載の溶剤型再剥離用粘着剤組成物。
【請求項６】
　上記粘着製品から、４ｃｍ角の試料を切り出して、凹凸高低差が５～６μｍである表面
を有する被着体上に載置したときに、上記試料の全面が上記被着体に対して濡れるまでの
時間が６０秒以下である請求項１～５のいずれかに記載の溶剤型再剥離用粘着剤組成物。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれかに記載の溶剤型再剥離用粘着剤組成物から得られた粘着剤層が
支持基材の少なくとも片面に形成されていることを特徴とする再剥離用粘着製品。
【請求項８】
　光学部材用表面保護フィルムに用いるものである請求項７に記載の再剥離用粘着製品。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、被着体に貼着した後、再度剥離される再剥離用であって、高速剥離でも優れ
た剥離性を示し、かつ帯電防止性能にも優れた再剥離用粘着製品と、この粘着製品を製造
するための溶剤型の粘着剤組成物に関する。より詳細には、光学用偏光板（ＴＡＣ）、位
相差板、ＥＭＩ（電磁波）シールドフィルム、防眩（アンチグレア）フィルム、反射防止
フィルム等といった光学部材の表面を保護するための再剥離用粘着製品に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイやプラズマディスプレイ等には、種々の機能を有する光学用フィルム
、例えば、光学用偏光板（ＴＡＣ）、位相差板、ＥＭＩ（電磁波）シールドフィルム、防
眩フィルム、反射防止フィルム等が積層されて用いられている。これらの光学用フィルム
は、ディスプレイの製造工程中や性能検査段階での表面の損傷を防止するために、その表
面に保護フィルムが貼着されており、最終的に機能複合フィルム製造時や液晶パネル組み
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立て工程で剥離除去される。
【０００３】
　表面保護フィルムとしては、性能検査を妨害しない透明性、気泡等を噛み込むことなく
被着体に速やかに貼ることのできる「なじみ性」（濡れ性、貼り付け性）が必要であると
共に、被着体への貼付後の粘着力増加や被着体への被着体汚染がないこと等が重要である
。さらに、最近では、ディスプレイの大型化に伴って保護フィルムも大面積化してきたた
め、剥離工程が機械化され、その結果、機械による高速剥離が簡単に行えることも重要な
要求特性となっている。
【０００４】
　この高速剥離性を確保するために、単純に粘着剤ポリマーのＴｇを高めると、低速剥離
時の粘着力やなじみ性が低下してしまい、実用的ではない。低速剥離時の粘着力が低いと
、例えば偏光板の製造工程においては、打ち抜き加工、検査、位相、パネル組み立て等の
各工程中に、表面保護フィルムが剥がれてしまうという不都合が起こる。また、なじみ性
が悪いと、偏光板表面と表面保護フィルムとの間に気泡が入り、特にオートクレーブ処理
やエージング処理を行うことでフクレやトンネリングを発生し、検査工程の支障となる。
【０００５】
　よって、表面保護フィルムにおいては、高速剥離性、低速剥離性、なじみ性等が重要な
特性である。しかし一方で、機械による高速剥離の際に静電気が発生して、電子部材が故
障したり、埃等が光学部材へ付着する等のトラブルを防止するため、粘着剤層には帯電防
止性能も要求される。従来は帯電防止剤として働く界面活性剤を粘着剤層に添加していた
が、ブリードアウト等により表面汚染の原因となる。
【０００６】
　そこで、アルキレンオキサイド構造を有する粘着剤ポリマーと金属塩化合物とを組み合
わせて粘着剤層に導電性を付与することが行われた（例えば、特許文献１、２等）。これ
らの技術について検討したところ、帯電防止性能は良好であるが、なじみ性（濡れ性）が
よい粘着剤は高速剥離性が大き過ぎ、高速剥離性を下げるために粘着剤ポリマーの架橋度
を調整すると低速剥離粘着力が大幅に低下してしまうことがわかった。すなわち、高速剥
離性、なじみ性、低速剥離時の粘着力の全ての特性が良好な粘着剤を得ることは難しかっ
た。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００７】
【特許文献１】特開２００５－２０６７７６号公報
【特許文献２】特開２００５－３１４５７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　そこで、本発明では、光学部材用表面保護フィルム等に適用することを目的として、相
反する特性である高速剥離性となじみ性が両立でき、低速粘着力にも優れ、かつ、帯電防
止性能に優れた粘着剤層を形成し得る溶剤型再剥離用粘着剤組成物を見出し、良好な特性
の再剥離用粘着製品を提供することを課題として掲げた。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、帯電防止性能に優れた粘着剤層を形成し得る溶剤型再剥離用粘着剤組成物で
あって、
　この溶剤型再剥離用粘着剤組成物から得られた厚み２０μｍの粘着剤層が厚み３８μｍ
のポリエチレンテレフタレートフィルム基材上に形成されている粘着製品を作製し、この
粘着製品の２３℃、相対湿度６５％におけるアクリル板に対する１８０゜粘着力を測定し
たときに、３０ｍ／分の高速剥離で１．６Ｎ／２５ｍｍ以下であり、高速剥離における粘
着力を０．３ｍ／分の低速剥離における粘着力で除した値が１８．０以下となり、かつ、



(4) JP 5496583 B2 2014.5.21

10

20

30

40

50

粘着剤層の表面抵抗率が１０13Ω未満であることを特徴とする。
【００１０】
　上記粘着製品から、４ｃｍ角の試料を切り出して、凹凸高低差が５～６μｍである表面
を有する被着体上に載置したときに、上記試料の全面が上記被着体に対して濡れるまでの
時間が６０秒以下であることが好ましい。
【００１１】
　本発明には、上記溶剤型再剥離用粘着剤組成物から得られた粘着剤層が支持基材の少な
くとも片面に形成されている再剥離用粘着製品も包含され、この再剥離用粘着製品は光学
部材用表面保護フィルムに用いることが好ましい。
【００１２】
　また、本発明は、粘着剤ポリマーが含まれた溶剤型再剥離用粘着剤組成物であって、こ
の粘着剤ポリマーが、ガラス転移温度が０℃以上のポリマー構造と、炭素数４～１２のア
ルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレート（Ａ）、アルキレンオキサイド鎖含有モ
ノマー（Ｂ）および官能基含有モノマー（Ｃ）を必須成分として含む原料モノマー成分か
ら合成されたポリマー構造とを有すると共に、金属塩化合物が配合されてなることを特徴
とする。
【００１３】
　上記粘着剤ポリマーはガラス転移温度が０℃以上のポリマー構造を側鎖に有するグラフ
トポリマーであることが好ましく、このグラフトポリマーはガラス転移温度が０℃以上の
ポリマー構造を有するマクロモノマー（Ｅ）を共重合したものであることが好ましい。こ
のとき、グラフトポリマーの原料モノマー成分１００質量％中、アルキル（メタ）アクリ
レート（Ａ）が２５～８５質量％、アルキレンオキサイド鎖含有モノマー（Ｂ）が５～７
０質量％、官能基含有モノマー（Ｃ）が０．３～８質量％、その他のモノマー（Ｄ）が０
～１０質量％、マクロモノマー（Ｅ）が３～３０質量％であることが好ましい。
【００１４】
　上記アルキレンオキサイド鎖含有モノマーが下記式（１）で示されるモノマーであるこ
とは、本発明の好ましい実施態様である。
【００１５】

【化１】

［式（１）中、Ｒ1は炭素数２～５のアルケニル基であり、ＲとＲ’は、いずれかが水素
原子でいずれかがメチル基であるか、いずれもが水素原子であり、Ｒ2は水素原子または
炭素数１～８の炭化水素基であり、ｎはアルキレンオキサイドの付加モル数であって１～
５０である。］
【００１６】
　本発明には、上記粘着剤ポリマーが、上記ガラス転移温度が０℃以上のポリマーと、上
記アルキル（メタ）アクリレート（Ａ）、上記アルキレンオキサイド鎖含有モノマー（Ｂ
）および上記官能基含有モノマー（Ｃ）を必須成分として含む原料モノマー成分から合成
されたポリマーとの混合物である溶剤型再剥離用粘着剤組成物（混合物タイプ）も含まれ
る。この場合において、ガラス転移温度が０℃以上のポリマーと、アルキル（メタ）アク
リレート（Ａ）、アルキレンオキサイド鎖含有モノマー（Ｂ）および官能基含有モノマー
（Ｃ）を必須成分として含む原料モノマー成分から合成されたポリマーとの合計を１００
質量％としたとき、ガラス転移温度が０℃以上のポリマーは３～３０質量％であることが
好ましい。また、この混合物タイプにおいても、アルキレンオキサイド鎖含有モノマーが
上記式（１）で示されるモノマーであることが好ましい。
【００１７】
　本発明の溶剤型再剥離用粘着剤組成物は、この粘着剤組成物から得られた厚み２０μｍ
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の粘着剤層が厚み３８μｍのポリエチレンテレフタレートフィルム基材上に形成されてい
る粘着製品を作製し、この粘着製品の２３℃、相対湿度６５％におけるアクリル板に対す
る１８０゜粘着力を測定したときに、３０ｍ／分の高速剥離では１．６Ｎ／２５ｍｍ以下
であり、高速剥離における粘着力を０．３ｍ／分の低速剥離における粘着力で除した値が
１８．０以下であり、かつ、粘着剤層の表面抵抗率が１０13Ω未満であることが好ましい
。また、上記粘着製品を作製し、４ｃｍ角の試料を切り出して、凹凸高低差が５～６μｍ
である表面を有する被着体上に載置したときに、該試料の全面が該フィルムに対して濡れ
るまでの時間が６０秒以下であることも好ましい。
【００１８】
　本発明には、本発明の溶剤型再剥離用粘着剤組成物から得られた粘着剤層が支持基材の
少なくとも片面に形成されている再剥離用粘着製品も包含され、この再剥離用粘着製品は
光学部材用表面保護フィルムに用いることが好ましい。
【発明の効果】
【００１９】
　本発明で用いる粘着剤ポリマーは、ガラス転移温度（Ｔｇ）が０℃以上のポリマー構造
と、粘着特性やなじみ性を向上させ得るポリマー構造とを有しており、高速剥離性、低速
での粘着力、被着体に対するなじみ性に優れ、かつ帯電防止能も有する粘着剤層を形成し
得る再剥離用粘着剤組成物を提供することができた。従って、各種ディスプレーや偏光板
等の光学部材の表面保護のために好適な再剥離用粘着製品を提供することができた。特に
、アンチグレア（ＡＧ）処理偏光板のような表面に微小凹凸を有する光学フィルムに好適
である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　本発明者らは、以前から再剥離用の粘着剤について研究を重ねており、高Ｔｇポリマー
と低Ｔｇポリマーとのブロックおよび／またはグラフトされた構造のポリマーが、高速剥
離性、低速での粘着力、なじみ性がバランスよく良好となることを見出し、既に出願した
（特願２００８－７２２２４号）。しかし、上記出願に記載されている技術では、粘着剤
層の帯電防止能が不足することがあった。そこで、多くの帯電防止剤について検討したと
ころ、金属塩化合物の使用によって、粘着剤層に良好な帯電防止能を付与できることが見
出され、本発明に想到した。以下、本発明を詳細に説明する。なお、本発明における「ポ
リマー」には、ホモポリマーはもとより、コポリマーや三元以上の共重合体も含まれるも
のとする。本発明の「モノマー」は、いずれも付加重合型モノマーである。
【００２１】
　本発明の溶剤型再剥離用粘着剤組成物（以下、単に粘着剤組成物ということがある）に
用いられる粘着剤ポリマーは、ガラス転移温度（Ｔｇ）が０℃以上のポリマー構造と、炭
素数４～１２のアルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレート（Ａ）、アルキレンオ
キサイド鎖含有モノマー（Ｂ）および官能基含有モノマー（Ｃ）を必須成分として含む原
料モノマー成分から合成されたポリマー構造とを有するものである。
【００２２】
　本発明の粘着剤組成物において、Ｔｇが０℃以上のポリマー構造（以下、単に高Ｔｇポ
リマー構造ということがある）と、アルキル（メタ）アクリレート（Ａ）、アルキレンオ
キサイド鎖含有モノマー（Ｂ）および官能基含有モノマー（Ｃ）を必須成分として含む原
料モノマー成分から合成されたポリマー構造（以下、単にアルキレンオキサイドポリマー
構造ということがある）とを「有する」とは、ブロックおよび／またはグラフトポリマー
である１種類の粘着剤ポリマーが両方のポリマー構造を有する意味である場合と、高Ｔｇ
ポリマー構造からなるポリマー（以下、単に高Ｔｇポリマーということがある）と、アル
キレンオキサイドポリマー構造からなるポリマー（以下、単にアルキレンオキサイドポリ
マーということがある）とが混合されて粘着剤ポリマーを形成している結果、粘着剤ポリ
マーが両方のポリマー構造を有する意味である場合（以下、単に混合物タイプということ
がある）がある。
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【００２３】
　高Ｔｇポリマー構造は、高速剥離力の増大を抑制するために必要である。アルキレンオ
キサイドポリマー構造は、なじみ性を確保すると共に、金属塩化合物が解離して生成する
イオンがアルキレンオキサイド鎖を通じて移動可能となるので導電性の発現にも役立つ。
このため、本発明の粘着剤ポリマーには両方のポリマー構造が必要なのである。
【００２４】
　［ブロックおよび／またはグラフトポリマー］
　まず、粘着剤ポリマーが、高Ｔｇポリマー構造とアルキレンオキサイドポリマー構造の
両方を有するブロックおよび／またはグラフトポリマーである場合について説明する。な
お、以下では、グラフトポリマーについて説明するが、ブロックポリマーでも好適モノマ
ー種やその量は同じである。
【００２５】
　本発明のグラフトポリマーは、主鎖が粘着力を発揮するポリマーで、この主鎖に高Ｔｇ
ポリマー構造がグラフトされた構造のポリマーである。
【００２６】
　［アルキル（メタ）アクリレート（Ａ）］
　グラフトポリマーの主鎖を得るための第１の必須モノマー成分は、炭素数４～１２のア
ルキル基を有するアルキル（メタ）アクリレート（Ａ）であり、これにより粘着力が確保
できる。粘着特性の観点からは、アルキル基の炭素数は４～１０が好ましく、より好まし
くは４～９である。上記炭素数が４未満（３以下）であるか、または、１２を超える（１
３以上）と、粘着力が低下するおそれがある。
【００２７】
　アルキル（メタ）アクリレート（Ａ）のみから得られるポリマーのＴｇを考えた場合、
側鎖（枝ポリマー：高Ｔｇポリマー）のＴｇ（０℃以上）よりも低いことが粘着特性の点
から必要であり、このＴｇが０℃未満になるように、アルキル（メタ）アクリレート（Ａ
）を選択することが好ましい。アルキル（メタ）アクリレート（Ａ）のみから得られるポ
リマーのＴｇは－２０℃以下がより好ましく、－３５℃以下がさらに好ましい。ただし、
Ｔｇが－８０℃より低くなると、凝集力が低下して、被着体汚染が起こりやすくなる傾向
にあるため好ましくない。ホモポリマーのＴｇは各種文献（例えばポリマーハンドブック
等）に記載されており、コポリマーのＴｇは、各種ホモポリマーのＴｇｎ（Ｋ）と、モノ
マーの質量分率（Ｗｎ）とから下記式によって求めることができる。
【００２８】
【数１】

　ここで　Ｗｎ　；各単量体の質量分率
　　　　　Ｔｇｎ；各単量体のホモポリマーのＴｇ（Ｋ）
【００２９】
　アルキル（メタ）アクリレート（Ａ）の具体例としては、ｎ－ブチル（メタ）アクリレ
ート、イソブチル（メタ）アクリレート、ｓｅｃ－ブチル（メタ）アクリレート、ｔｅｒ
ｔ－ブチル（メタ）アクリレート、アミル（メタ）アクリレート、イソアミル（メタ）ア
クリレート、ヘキシル（メタ）アクリレート、シクロヘキシル（メタ）アクリレート、ヘ
プチル（メタ）アクリレート、オクチル（メタ）アクリレート、イソオクチル（メタ）ア
クリレート、２－エチルヘキシル（メタ）アクリレート、ノニル（メタ）アクリレート、
イソノニル（メタ）アクリレート、デシル（メタ）アクリレート、ドデシル（メタ）アク
リレート等が挙げられ、なかでもブチルアクリレート、２－エチルヘキシルアクリレート
、オクチルアクリレートおよびイソノニルアクリレートが好ましい。これらは、１種のみ
用いてもよいし２種以上を併用してもよく、限定はされない。
【００３０】
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　アルキル（メタ）アクリレート（Ａ）は、グラフトポリマーの原料モノマー成分１００
質量％中、２５～８５質量％の範囲で用いることが好ましい。アルキル（メタ）アクリレ
ート（Ａ）の使用量がこの範囲内であれば、得られる粘着剤は、高速剥離性、低速での粘
着力およびなじみ性のバランスが、良好となる。上記範囲外になると、結果として、他の
必須モノマー成分が多すぎたり、少なすぎることになるため、低速での粘着力やなじみ性
が不足したり、高速粘着力が大きくなり過ぎるおそれがある。アルキル（メタ）アクリレ
ート（Ａ）の使用量は３５～８０質量％がより好ましく、さらに好ましくは５５～８０質
量％である。なお、グラフトポリマーの原料モノマー成分１００質量％の中には、枝ポリ
マー用の原料モノマーも含まれる。
【００３１】
　［アルキレンオキサイド鎖含有モノマー（Ｂ）］
　本発明のグラフトポリマーの主鎖を構成する第２の必須モノマー成分は、アルキレンオ
キサイド鎖含有モノマー（Ｂ）である。このアルキレンオキサイド鎖含有モノマー（Ｂ）
は、なじみ性を高めると共に、粘着剤層中で金属塩化合物を溶解させて帯電防止能を発現
させるために用いられる。このアルキレンオキサイド鎖含有モノマー（Ｂ）としては、ア
ルキレンオキサイド鎖含有（メタ）アクリル系モノマーおよび／または下記式（１）で示
されるアルキレンオキサイド鎖含有モノマーであることが好ましい。
【００３２】
【化２】

［式（１）中、Ｒ1は炭素数２～５のアルケニル基であり、ＲとＲ’は、いずれかが水素
原子でいずれかがメチル基であるか、いずれもが水素原子であり、Ｒ2は水素原子または
炭素数１～８の炭化水素基であり、ｎはアルキレンオキサイドの付加モル数であって１～
５０である。］
【００３３】
　アルキレンオキサイド鎖含有（メタ）アクリル系モノマー（以下、単にモノマー（Ｂ－
１）ということがある）は、エチレンオキサイド（ＥＯ）鎖を有する（メタ）アクリル系
モノマー、プロピレンオキサイド（ＰＯ）鎖を有する（メタ）アクリル系モノマー、およ
びその両者を有する（メタ）アクリル系モノマー等が挙げられる。モノマー（Ｂ－１）に
おけるエチレンオキサイドおよび／またはプロピレンオキサイドの付加モル数は、粘着剤
ポリマーの流動による濡れ性を改善する観点からは、１～３０モルが好ましく、２～１０
モルがより好ましい。アルキレンオキサイド鎖の末端は、ヒドロキシル基のままであって
も、例えばメチル基等の他の官能基に置換されていてもよい。
【００３４】
　モノマー（Ｂ－１）の好適なものは、下記式（２）で表せる。
【００３５】
【化３】

［Ｒ”は水素原子かメチル基であり、Ｒ、Ｒ’、Ｒ2は式（１）と同じ意味である。ｎは
１～３０である。］
【００３６】
　モノマー（Ｂ－１）の具体例としては、メトキシジエチレングリコール（メタ）アクリ
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グリコール（メタ）アクリレート、メトキシトリプロピレングリコール（メタ）アクリレ
ート、エトキシジエチレングリコール（メタ）アクリレート、エトキシトリエチレングリ
コール（メタ）アクリレート、ブトキシジエチレングリコール（メタ）アクリレート、ブ
トキシトリエチレングリコール（メタ）アクリレート等のアルコキシポリアルキレングリ
コール（メタ）アクリレート類；フェノキシジエチレングリコール（メタ）アクリレート
、フェノキシトリエチレングリコール（メタ）アクリレート等のアリールオキシポリアル
キレングリコール（メタ）アクリレート類；２－エチルヘキシルジグリコール（メタ）ア
クリレート、ポリエチレングリコール（メタ）アクリレート、ポリプロピレングリコール
（メタ）アクリレート等が挙げられ、これらの１種または２種以上を用いることができる
。
【００３７】
　また、上記式（１）で表されるモノマー（以下、モノマー（Ｂ－２）ということがある
。）におけるＲ1で示される炭素数２～５のアルケニル基としては、下記の(i)ビニル基、
(ii)イソプロペニル基、(iii)アリル基、(iv)メタリル基、(v)３－ブテニル基、(vi)２－
メチル－１－ブテニル基、(vii)３－メチル－１－ブテニル基、(viii)２－メチル－３－
ブテニル基、(ix)３－メチル－３－ブテニル基等が挙げられる。中でも、(iii)アリル基
および(iv)メタリル基、(ix)３－メチル－３－ブテニル基が好ましい。
【００３８】
【化４】

【００３９】
【化５】

【００４０】
　また、モノマー（Ｂ－２）における式１中のＲ2で示される炭素数１～８の炭化水素基
としては、例えば、メチル基、エチル基、プロピル基、イソプロピル基、ネオペンチル基
、ヘキシル基、ヘプチル基、オクチル基等の脂肪族炭化水素基；フェニル基、ベンジル基
、クレジル基等の芳香族炭化水素基等が挙げられる。中でも、取扱い性の点からは、炭素
数１～４の炭化水素基または水素原子が好ましく、水素原子またはメチル基がより好まし
い。Ｒ1がメタリル基でＲ2が水素原子の場合を化学式で示せば、下記の通りである。
【００４１】
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【化６】

［ＲとＲ’は、いずれかが水素原子でいずれかがメチル基であるか、いずれもが水素原子
であり、ｎは１～５０である。］
【００４２】
　これらのモノマー（Ｂ－１）および（Ｂ－２）は混合してモノマー（Ｂ）として使用す
ることができる。モノマー（Ｂ）の使用量は、グラフトポリマーの原料モノマー成分１０
０質量％中、５～７０質量％程度が好ましい。５質量％より少ないと、金属塩の溶解性が
小さすぎて金属塩が析出するおそれがあり、７０質量％を超えると、粘着製品としたとき
の粘着力や凝集力が不足するおそれがあるため好ましくない。より好ましいモノマー（Ｂ
）量は、７～６０質量％であり、さらに好ましくは１５～４０質量％である。
【００４３】
　［官能基含有モノマー（Ｃ）］
　本発明のグラフトポリマーの主鎖を構成するための第３の必須モノマー成分は、架橋点
となる官能基含有モノマー（Ｃ）である。別添の架橋剤とグラフトポリマーを架橋反応さ
せることで、高速剥離性、なじみ性、低速での粘着力の３つをバランスよく高めることが
できるからである。官能基含有モノマー（Ｃ）の具体例としては、２－ヒドロキシエチル
（メタ）アクリレート、ヒドロキシプロピル（メタ）アクリレート、４－ヒドロキシブチ
ル（メタ）アクリレート、カプロラクトン変性ヒドロキシ（メタ）アクリレート、α－（
ヒドロキシメチル）アクリル酸メチル、α－（ヒドロキシメチル）アクリル酸エチル、フ
タル酸とプロピレングリコールとから得られるポリエステルジオールのモノ（メタ）アク
リレート等のヒドロキシル基含有（メタ）アクリレート類；（メタ）アクリル酸、ケイ皮
酸およびクロトン酸等の不飽和モノカルボン酸；マレイン酸、フマル酸、イタコン酸およ
びシトラコン酸等の不飽和ジカルボン酸；これら不飽和ジカルボン酸のモノエステル等の
カルボキシル基含有モノマー；アミノ基、アミド基、エポキシ基等のいずれかを有する（
メタ）アクリレート類等が挙げられる。
【００４４】
　上記の中でも、官能基としてヒドロキシル基を有するヒドロキシル基含有（メタ）アク
リレート類が好ましい。特に、ヒドロキシル基が（メタ）アクリロイル基から離間したと
ころにある方が、架橋反応性やなじみ性がよくなるので、架橋剤量を少なくしたい場合や
被着体に対するなじみ性が特に重要視される場合は、２－ヒドロキシエチル（メタ）アク
リレートよりも、炭素数の大きなアルキル基（プロピル基以上）にヒドロキシル基が結合
している（メタ）アクリレート（例えば、４－ヒドロキシブチル（メタ）アクリレート等
）を用いることが好ましい。
【００４５】
　これらの官能基含有モノマー（Ｃ）は、グラフトポリマーの原料モノマー成分１００質
量％中、０．１～１０質量％とすることが好ましい。官能基含有モノマー（Ｃ）の使用量
が０．１質量％未満では、グラフトポリマー中の官能基量が少なくなって、粘着剤の架橋
度や凝集力が不足して、粘着力が大きくなり過ぎたり、糊残りが発生するおそれがある。
また、１０質量％を超えると、なじみ性が低下したり、低速剥離時の粘着力が小さくなる
おそれがあるため好ましくない。官能基含有モノマー（Ｃ）の使用量は、０．３～８質量
％がより好ましく、０．５～６質量％がさらに好ましい。
【００４６】
　本発明の溶剤型再剥離用粘着剤組成物におけるグラフトポリマーの合成に当たっては、
その他のモノマー（Ｄ）を共重合させても良い。その他のモノマー（Ｄ）とは、上記必須
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モノマー成分（Ａ）～（Ｃ）と共重合することができ、かつこれら以外のモノマーである
。例えば、メチル(メタ)アクリレート、エチル(メタ)アクリレート等の前記アルキル（メ
タ）アクリレート以外のアルキル（メタ）アクリレート；ベンジル（メタ）アクリレート
等の芳香環含有（メタ）アクリレート；エチレンおよびブタジエン等の脂肪族不飽和炭化
水素類ならびに塩化ビニル等の脂肪族不飽和炭化水素類のハロゲン置換体；スチレンおよ
びα－メチルスチレン等の芳香族不飽和炭化水素類；ビニルエーテル類；アリルアルコー
ルと各種有機酸とのエステル類；アリルアルコールと各種アルコールとのエーテル類；ア
クリロニトリル等の不飽和シアン化化合物；酢酸ビニル等が挙げられる。これらは、１種
のみ用いてもよいし２種以上を併用してもよく、限定はされない。上記その他のモノマー
（Ｄ）は、グラフトポリマーの原料モノマー成分１００質量％中、１０質量％以内に抑え
ることが好ましい。１０質量％を超えると、結果的に、必須モノマー成分（Ａ）～（Ｃ）
の量が少なくなるため、所望の粘着特性が得られない。
【００４７】
　［高Ｔｇポリマー構造］
　本発明のグラフトポリマーは、Ｔｇが０℃以上のポリマー構造を側鎖（枝部）に有する
ものである。Ｔｇが０℃以上の高Ｔｇポリマー構造が側鎖にグラフトされているため、粘
着剤層の変形を抑制して、高速剥離時の粘着力の低減を達成している。
【００４８】
　この側鎖になる部分のポリマー（以下、単に、「枝ポリマー」ということがある）のＴ
ｇは０℃以上でなければならないが、高速剥離性をより一層改善するには、枝ポリマーの
Ｔｇは５℃以上が好ましい。ただし、枝ポリマーのＴｇが高すぎると、低速剥離時の粘着
力が不充分となることがあるので、１６０℃以下が好ましく、８０℃以下がより好ましく
、４０℃以下がさらに好ましい。
【００４９】
　枝ポリマーに用い得るモノマーの具体例としては、酢酸ビニル（ホモポリマーのＴｇ（
以下同様）＝３０．０℃）、メチルアクリレート（Ｔｇ＝９．９℃）、アクリル酸（Ｔｇ
＝１０５．９℃）、メチルメタクリレート（Ｔｇ＝１０４．９℃）、シクロヘキシルメタ
クリレート（Ｔｇ＝６５．９℃）、ベンジルアクリレート（Ｔｇ＝６．０℃）、イソボル
ニルアクリレート（Ｔｇ＝９４．０℃）、イソボルニルメタクリレート（Ｔｇ＝１４５．
０℃）、アクリロニトリル（Ｔｇ＝９５．０℃）、スチレン（Ｔｇ＝１００．０℃）等が
挙げられ、これらは単独で、または２種以上を混合して用いることができる。
【００５０】
　また、前記した計算式で計算されるコポリマーのＴｇが０℃以上になるのであれば、枝
ポリマーを得る際に、モノマー（Ａ）～（Ｄ）として例示した各種モノマーを併用しても
構わない。
【００５１】
　枝ポリマーの分子量は、質量平均分子量（Ｍｗ）で１５０００～１０万程度が好ましい
。この枝ポリマーは、粘着剤層にミクロドメイン構造（微細な島）を形成する。これによ
り剥離時の粘着剤層の変形が抑制され、高速剥離時の粘着力を低減することができるが、
枝ポリマーのＭｗが大きすぎると、ミクロドメイン構造を形成しにくくなり、高速剥離時
の粘着力低減作用が低下する。従って、Ｍｗは上記の範囲が好ましく、２万～７万がより
好ましい。
【００５２】
　枝ポリマーの質量は、グラフトポリマー全体の３～３０質量％程度が好ましい。従って
、グラフトポリマーの原料モノマー成分１００質量％中、枝ポリマー用のモノマーは３～
３０質量％とすることが好ましい。３質量％より少ないと、高速剥離性が不充分となるお
それがある。３０質量％より多いと、低速での粘着力が低くなったり、なじみ性が低下す
るおそれがあるため好ましくない。より好ましい枝ポリマー用のモノマーの使用量は５～
２５質量％である。
【００５３】
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　グラフトポリマーの合成方法としては、マクロモノマー法、イオン重合法、高分子反応
により枝ポリマーの導入方法等が知られている。本発明のグラフトポリマーを合成するに
は、主鎖ポリマーおよび枝ポリマーの分子量制御や、ホモポリマー生成の抑制および主鎖
ポリマーと枝ポリマーの連結等が容易に行えるマクロモノマー法が好適である。具体的に
は、Ｔｇが０℃以上のポリマー構造を有するマクロモノマー（Ｅ）を用いて、グラフトポ
リマーを合成する方法が好ましい。
【００５４】
　マクロモノマー（Ｅ）は、上記枝ポリマーの末端にラジカル重合性二重結合が導入され
たモノマーである。マクロモノマーの合成方法には種々の方法があるが、官能基を有する
連鎖移動剤を使用して枝ポリマーを重合し、枝ポリマー末端に連鎖移動剤由来の官能基を
導入して、この官能基と反応し得る官能基とラジカル重合性二重結合とを有するモノマー
を、枝ポリマー末端の上記官能基に化学反応させることにより得る方法が、比較的簡便で
ある。
【００５５】
　本発明では、連鎖移動剤として、同一分子内にカルボキシル基および／またはヒドロキ
シル基と、少なくとも１個のチオール基とを有する化合物を用いることが好ましく、例え
ば、チオグリコール酸、２－メルカプトプロピオン酸、３－メルカプトプロピオン酸、チ
オリンゴ酸、メルカプトステアリン酸、メルカプト酢酸、メルカプト酪酸、メルカプトオ
クタン酸、メルカプト安息香酸、メルカプトニコチン酸、システイン、Ｎ－アセチルシス
テイン、メルカプトチアゾール酢酸等のカルボキシル基含有メルカプト化合物や、メルカ
プトエタノール等のヒドロキシル基含有メルカプト化合物等が挙げられる。これらの連鎖
移動剤は、枝ポリマー用のモノマー１００質量部に対し、０．０５～１質量部程度が好適
である。
【００５６】
　メルカプト化合物がカルボキシル基を有する場合は、グリシジル（メタ）アクリレート
、アリルグリシジルエーテル、４－ヒドロキシブチルアクリレートグリシジルエーテル等
の脂肪族エポキシ系モノマー；３，４－エポキシシクロヘキシルメチル（メタ）アクリレ
ート等の脂環式エポキシ系モノマー；２－（ビニロキシエトキシ）エチル（メタ）アクリ
レート；２－イソプロペニル－２－オキサゾリン；Ｎ－（メタ）アクリロイルアジリジン
；３－（メタ）アクリロキシメチルオキセタン等を反応させることにより、枝ポリマーに
連鎖移動剤を介してこれらのモノマーが結合し、マクロモノマー（Ｅ）が得られる。また
、メルカプト化合物がヒドロキシル基を有する場合は、（メタ）アクリロイルイソシアネ
ート；（メタ）アクリロイルエチルイソシアネート、（メタ）アクリロイルプロピルイソ
シアネート等の（メタ）アクリロイルアルキルイソシアネート；２－（メタ）アクリロイ
ルオキシエチルイソシアネート、３－（メタ）アクリロイルオキシプロピルイソシアネー
ト等の（メタ）アクリロイルオキシアルキルイソシアネート；３－イソプロペニル－α，
α’－ジメチルベンジルイソシアネート等のイソシアネート系モノマーや、２－（ビニロ
キシエトキシ）エチル（メタ）アクリレート等を反応させればよい。以下、枝ポリマーの
末端に二重結合を導入するためのこれらのモノマーを、マクロモノマー（Ｅ）用モノマー
（Ｅ’）ということがある。
【００５７】
　マクロモノマー（Ｅ）用枝ポリマーの重合は公知の方法を用いれば良く、特に、重合熱
の除去が容易な溶液重合が好ましい。重合溶媒としては、例えば、トルエン、キシレン等
の芳香族炭化水素類；酢酸エチル、酢酸ブチル等の脂肪族エステル類；シクロヘキサン等
の脂環族炭化水素類；ヘキサン、ペンタン等の脂肪族炭化水素類等が挙げられるが、上記
重合反応を阻害しなければ、特に限定されない。これらの溶媒は、１種類のみを用いても
よく、２種類以上を適宜混合して用いることもできる。溶媒の使用量は、適宜決定すれば
よい。
【００５８】
　重合反応温度や反応時間等の反応条件は、前記した適正量の連鎖移動剤を用いる限り特
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に限定されず、例えば、モノマーの組成や量等に応じて適宜設定すればよい。また、反応
圧力も特に限定されるものではなく、常圧（大気圧）、減圧、加圧のいずれであってもよ
い。なお、重合反応は、窒素ガス等の不活性ガス雰囲気下で行うことが望ましい。
【００５９】
　重合触媒（重合開始剤）も特に限定はされず、メチルエチルケトンパーオキサイド、ベ
ンゾイルパーオキサイド、ジクミルパーオキサイド、ｔ－ブチルハイドロパーオキサイド
、クメンハイドロパーオキサイド、ラウロイルパーオキサイド、ｔ－ブチルパーオキシオ
クトエート、ｔ－ブチルパーオキシベンゾエート、商品名「ナイパーＢＭＴ－Ｋ４０」（
日本油脂社製；ｍ－トルオイルパーオキサイドとベンゾイルパーオキサイドの混合物）等
の有機過酸化物や、２，２’－アゾビスイソブチロニトリル（日本ファインケム社製；「
ＡＢＮ－Ｒ」）、２，２’－アゾビス（２－メチルブチロニトリル）（日本ファインケム
社製；「ＡＢＮ－Ｅ」）、２，２’－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）（日
本ファインケム社製；「ＡＢＮ－Ｖ」）等のアゾ系化合物等が挙げられる。
【００６０】
　上記方法により、枝ポリマーの生成に用いた連鎖移動剤由来のカルボキシル基またはヒ
ドロキシル基を片末端に有する枝ポリマーが得られる。枝ポリマーを得た後は、続けてラ
ジカル重合性二重結合の導入反応を行う。枝ポリマーの片末端のカルボキシル基またはヒ
ドロキシル基との反応性を有する前記マクロモノマー（Ｅ）用モノマー（Ｅ’）を、例え
ば、重合後の枝ポリマー溶液に、直接、または溶媒等で希釈して添加すればよい。また、
必要に応じて、各反応に適した触媒を適宜選択して使用することができる。
【００６１】
　例えば、カルボキシル基を有する連鎖移動剤を使用して枝ポリマーを合成し、グリシジ
ル基を有する前記マクロモノマー（Ｅ）用モノマー（Ｅ’）を用いてラジカル重合性二重
結合を導入する場合は、反応を迅速に進行させるためにエステル化触媒を用いることがで
きる。エステル化触媒としては、トリエチルアミン等のアミン類；テトラエチルアンモニ
ウムクロライド等の４級アンモニウム塩類；トリフェニルホスフィン等のリン化合物等、
通常エステル化触媒としてよく用いられるものでよい。反応温度は７０～１２０℃程度、
反応時間は２～１０時間程度が好ましい。反応の終点は酸価測定等で決定することができ
る。
【００６２】
　また、ヒドロキシル基を有する連鎖移動剤を使用して枝ポリマーを合成し、イソシアネ
ート基を有する前記マクロモノマー（Ｅ）用モノマー（Ｅ’）を用いてラジカル重合性二
重結合を導入する場合は、反応促進のため、公知の金属系触媒やアミン系触媒が利用でき
る。金属系触媒としては、ジブチル錫ジラウレート、オクトエ酸錫、ジブチル錫ジ（２－
エチルヘキサノエート）、２－エチルヘキサノエート鉛、チタン酸２－エチルヘキシル、
２－エチルヘキサノエート鉄、２－エチルヘキサノエートコバルト、ナフテン酸亜鉛、ナ
フテン酸コバルト、テトラ－ｎ－ブチル錫等が挙げられる。アミン系触媒としては、テト
ラメチルブタンジアミン等の３級アミンが挙げられる。反応は、５０～１００℃程度で３
０分～１０時間程度行うのが好ましい。反応の終点は、ＩＲ測定によるＮＣＯ基由来の２
２７０ｃｍ-1付近のピーク消失で確認することができる。
【００６３】
　上記のラジカル重合性二重結合導入反応は、必要に応じて重合禁止剤を添加して行って
もよい。重合禁止剤の具体例としては、ハイドロキノン、メチルハイドロキノン、ｔ－ブ
チルハイドロキノン、ｐ－メトキシフェノール等が挙げられるが、特に限定されない。
【００６４】
　反応比率としては、枝ポリマー末端の連鎖移動剤由来の官能基、例えばカルボキシル基
またはヒドロキシル基に対して、０．８～１（モル比）が好ましい。
【００６５】
　マクロモノマー（Ｅ）は、グラフトポリマーを得るための原料モノマー成分１００質量
％中、３～３０質量％程度が好ましい。３質量％より少ないと、高速剥離性が不充分とな
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るおそれがある。３０質量％より多いと、低速での粘着力が低くなったり、なじみ性が低
下するおそれがあるため好ましくない。より好ましいマクロモノマー（Ｅ）の使用量は５
～２５質量％である。
【００６６】
　本発明のグラフトポリマーの最も好ましい実施態様は、モノマー（Ａ）がブチルアクリ
レートおよび／または２－エチルヘキシルアクリレートであり、モノマー（Ｂ）がメトキ
シトリエチレングリコール（メタ）アクリレート、メトキシポリエチレングリコール(メ
タ)アクリレートおよびヒドロキシポリエチレングリコール－３－メチル３－ブテニルよ
りなる群から選択される１種以上であり、官能基含有モノマー（Ｃ）が２－ヒドロキシエ
チルアクリレートおよび／または４－ヒドロキシブチルアクリレートであり、マクロモノ
マー（Ｅ）のポリマー構造がポリメチルアクリレートであるモノマー成分から得られたポ
リマーである。
【００６７】
　上記グラフトポリマーは、公知の重合方法によって得ることができ、溶剤型再剥離用粘
着剤組成物を簡単に得ることができる点では、溶液重合法で重合することが好ましい。溶
液重合で用いられる溶媒としては、マクロモノマー（Ｅ）用の枝ポリマーの重合に際して
例示した溶媒がいずれも使用できる。本発明の溶剤型再剥離用粘着剤組成物は、溶剤を必
須成分とするが、重合溶媒と同じ溶剤を用いることが好ましい。重合終了によって得られ
たものをそのまま溶剤型再剥離用粘着剤組成物原料として使用することができる。
【００６８】
　重合反応温度や反応時間等の反応条件は、例えば、モノマーの組成や量等に応じて、適
宜設定すればよく、特に限定されない。また、反応圧力も特に限定されるものではなく、
常圧（大気圧）、減圧、加圧のいずれであってもよい。なお、重合反応は、窒素ガス等の
不活性ガス雰囲気下で行うことが望ましい。重合触媒（重合開始剤）も、枝ポリマーのグ
ラフトに際して例示した開始剤がいずれも使用できる。グラフトポリマーの重合の際は、
官能基含有連鎖移動剤を用いる必要はないので、ドデシルメルカプタン等のメルカプタン
類に代表される公知の分子量調節剤を用いることができる。
【００６９】
　上記グラフトポリマーの質量平均分子量（Ｍｗ）は、１０～８０万が好ましい。この範
囲であれば、再剥離工程での粘着力が過大になることがなく、特に被着体に貼付後にオー
トクレーブ等による加熱処理を行ったときに、光学部材の損傷や液晶セルからの光学部材
の剥離等のトラブルを起こすことなく、表面保護フィルムを剥離することができる。Ｍｗ
が１０万よりも小さいと、加熱処理後の粘着力上昇が起こるおそれがあり、好ましくない
。また、Ｍｗが８０万を超えると、粘着剤の流動性が低下して、防眩（ＡＧ）処理等を施
した凹凸のある偏光板を被着体とする場合、粘着剤が偏光板表面を充分に濡らすことがで
きなくなるおそれがある。より好ましいＭｗの範囲は１２万～６０万である。
【００７０】
　上記グラフトポリマーのＴｇは、主鎖を構成するポリマーのＴｇが低いため、枝ポリマ
ーのＴｇが０℃以上でも、低くなる。具体的には、－２０℃以下が好ましく、－３５℃以
下がさらに好ましい。ただし、Ｔｇが－８０℃より低くなると、凝集力が低下して、被着
体汚染が起こりやすくなる傾向にあるため好ましくない。
【００７１】
　［混合物タイプ］
　本発明の溶剤型再剥離用粘着剤組成物においては、上記グラフトポリマーを粘着剤ポリ
マーとして用いるタイプの他に、高Ｔｇポリマーと、粘着力を発現するためのアルキレン
オキサイドポリマーとが混合されて、粘着剤ポリマーを形成している混合物タイプがある
。アルキレンオキサイドポリマーは、上記グラフトポリマーの主鎖ポリマーを合成する際
のマクロモノマー（Ｅ）以外のモノマー、すなわち、アルキル（メタ）アクリレートモノ
マー（Ａ）、アルキレンオキサイド鎖含有モノマー（Ｂ）、官能基含有モノマー（Ｃ）及
び必要に応じてその他のモノマー（Ｄ）からなる原料モノマー成分から合成される。好適
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な態様もは、グラフトポリマーのときと同様である。
【００７２】
　アルキル（メタ）アクリレートモノマー（Ａ）、アルキレンオキサイド鎖含有モノマー
（Ｂ）、官能基含有モノマー（Ｃ）および必要に応じて用いられるその他のモノマー（Ｄ
）の比率は、原料モノマー成分１００質量％中、（Ａ）が３５～８５質量％、（Ｂ）が５
～６５質量％、（Ｃ）が０．３～８質量％、（Ｄ）が０～１０質量％であることが好まし
い。
【００７３】
　高Ｔｇポリマーは、上記グラフトポリマーの枝ポリマーと同種のモノマーが利用でき、
好適な態様も枝ポリマーの場合と同じである。ただし、マクロモノマー（Ｅ）へと変性す
る必要はないので、官能基含有連鎖移動剤を使用する必要はなく、マクロモノマー用モノ
マー（Ｅ’）を反応させる必要もないが、マクロモノマーを高Ｔｇポリマーとして用いて
も構わない。
【００７４】
　高Ｔｇポリマーとアルキレンオキサイドポリマーは、Ｔｇが異なり組成も異なるため、
相溶しないが、海島構造を採り、それぞれのポリマーの作用効果を損なうことなく発揮す
る。本発明では、高Ｔｇポリマーを島として分散させて、高速剥離の際の粘着力の増大を
抑制している。高Ｔｇポリマーは３質量％以上は必要であり、これより少ないと上記効果
が不充分となる。より好ましくは、４質量％以上、さらに好ましくは５質量％以上である
。ただし、多過ぎると低速粘着力やなじみ性が低下するので、３０質量％以下とすること
が好ましく、２０質量％以下がより好ましい。
【００７５】
　前記したグラフトポリマーをアルキレンオキサイドポリマーとして用いて、高Ｔｇポリ
マーと混合し、混合物タイプとしても構わない。
【００７６】
［金属塩化合物］
　以下の説明では、グラフトポリマーを単独で粘着剤ポリマーとして使用する場合、高Ｔ
ｇポリマーとアルキレンオキサイドポリマーとを組み合わせて粘着剤ポリマーとして使用
する場合、の両方を、あわせて粘着剤ポリマーという。
【００７７】
　本発明の溶剤型再剥離用粘着剤組成物には、金属塩化合物が含まれる。金属塩化合物は
、粘着剤層中で、アルキレンオキサイドの作用によって解離して金属イオンとなる。この
金属イオンがアルキレンオキサイド鎖を通じて移動可能となるため、粘着剤層が導電性と
なって、帯電防止能が発現するのである。
【００７８】
　金属塩化合物としては、リチウム、ナトリウム、カリウム等のアルカリ金属や、マグネ
シウム等のアルカリ土類金属から選択される陽イオンの一種と、塩素イオン、ヨウ素イオ
ン等のハロゲンイオン、過塩素酸イオン、チオシアン酸イオン、トリフルオロメタンスル
ホン酸イオン、トルエンスルホン酸イオン等の陰イオンの一種とからなる無機塩；ステア
リルスルホン酸リチウム等の有機塩；四級アンモニウム塩；等のイオン性化合物が挙げら
れる。これらのイオン性化合物のうちイオン解離する際のエネルギーが比較的小さく、後
述する溶剤中での移動度が高いリチウム塩が特に好ましい。具体的な化合物としては、Ｌ
ｉＢｒ，ＬｉＩ，ＬｉＣｌＯ4 ，ＬｉＳＣＮ，ＬｉＣＦ3ＳＯ3等が挙げられる。
【００７９】
　金属塩化合物は、粘着剤ポリマー１００質量部に対し、０．１～１０質量部とすること
が好ましい。少なすぎると粘着剤層の帯電防止能が不足するおそれがある。金属塩化合物
が多すぎると、析出して被着体を汚染するおそれがあり、好ましくない。
【００８０】
　また、従来公知の有機系帯電防止剤も併用可能である。例えば、第４級アンモニウム塩
、ピリジニウム塩、１級、２級または３級アミノ基等のカチオン性官能基を有するカチオ
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ン型帯電防止剤；スルホン酸塩、硫酸エステル塩、ホスホン酸塩、リン酸エステル塩等の
アニオン性官能基を有するアニオン型帯電防止剤；アルキルベタインおよびその誘導体、
イミダゾリンおよびその誘導体、アラニンおよびその誘導体等の両性型帯電防止剤；アミ
ノアルコールおよびその誘導体、グリセリンおよびその誘導体、ポリエチレングリコール
およびその誘導体等のノニオン型帯電防止剤；これらのカチオン型、アニオン型、両性イ
オン型のイオン導電性基を有する単量体を（共）重合してなるイオン導電性重合体等が挙
げられる。これらの帯電防止剤は、単独で使用してもよく、２種以上を混合して使用して
もよい。
【００８１】
　［架橋剤］
　本発明の粘着剤組成物には、粘着剤ポリマーに加えて、凝集力や架橋密度を制御するた
めに、架橋剤を配合することが好ましい。架橋剤としては、官能基含有モノマー（Ｃ）の
有する官能基と反応し得る官能基を１分子中に２個以上有する化合物を用いる。例えば、
官能基含有モノマー（Ｃ）としてヒドロキシル基含有モノマーを用いた結果、粘着剤ポリ
マーがヒドロキシル基を有しているなら、１分子中に２個以上のイソシアネート基を有す
る多官能イソシアネート化合物が好ましい。また、粘着剤ポリマーがカルボキシル基を有
しているなら、多官能イソシアネート化合物や多官能エポキシ化合物等が好ましい。反応
性の点では、ヒドロキシル基と多官能イソシアネート化合物の組合せが最も好ましい。
【００８２】
　多官能イソシアネート化合物としては、例えば、キシリレンジイソシアネート、ジフェ
ニルメタンジイソシアネート、トリフェニルメタントリイソシアネート、トリレンジイソ
シアネート等の芳香族ポリイソシアネート類；ヘキサメチレンジイソシアネート、イソホ
ロンジイソシアネート、前記芳香族ポリイソシアネートの水素添加物等の脂肪族または脂
環族ポリイソシアネート類；これらのポリイソシアネートの２量体もしくは３量体；これ
らのポリイソシアネートとトリメチロールプロパン等のポリオールとからなるアダクト体
等が挙げられる。
【００８３】
　より具体的には、例えば、「コロネートＬ－５５Ｅ」、「コロネートＨＸ」、「コロネ
ートＨＬ－Ｓ」、「コロネート２２３４」、「アクアネート２００」、「アクアネート２
１０」（これらはいずれも日本ポリウレタン工業社製；「コロネート」、「アクアネート
」は登録商標）；「デスモジュールＮ３４００」（住友バイエルウレタン社製（現バイエ
ルＡ．Ｇ．社）；「デスモジュール」は登録商標）；「デュラネートＤ－２０１」、「デ
ュラネートＥ－４０５－８０Ｔ」、「デュラネート２４Ａ－１００」、「デュラネートＴ
ＳＥ－１００」（いずれも旭化成社製；「デュラネート」は登録商標）；「タケネートＤ
－１１０Ｎ」、「タケネートＤ－１２０Ｎ」、「タケネートＭ－６３１Ｎ」、「ＭＴ－オ
レスターＮＰ１２００」（三井化学社製；「タケネート」、「オレスター」は登録商標）
等が市販されており、入手可能である。これらは、単独で使用し得るほか、２種以上を併
用することもできる。
【００８４】
　これらのなかでは、ヘキサメチレンジイソシアネート（ＨＭＤＩ）のビュレット変性体
（３官能；例えば、「デュラネート２４Ａ－１００」（旭化成社製））が、高速剥離性、
なじみ性、低速剥離での粘着力の３つの特性のバランスの点で特に好ましい。また、「デ
ュラネートＴＳＥ－１００」や、トリレンジイソシアネートとトリメチロールプロパンと
のアダクト体である「コロネートＬ－５５Ｅ」も、高速剥離性と低速剥離時の粘着力とを
バランスよく制御できる点で好適である。
【００８５】
　多官能エポキシ化合物としては、エチレングリコールジグリシジルエーテル、ポリエチ
レングリコールジグリシジルエーテル、１，６－ヘキサンジオールジグリシジルエーテル
、ビスフェノールＡ型エポキシ樹脂、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラグリシジル－ｍ－キシ
レンジアミン、１，３－ビス（Ｎ，Ｎ－ジグリシジルアミノメチル）シクロヘキサン、Ｎ
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，Ｎ－ジグリシジルアニリン、Ｎ，Ｎ－ジグリシジルトルイジン等が挙げられる。
【００８６】
　これらの架橋剤は、粘着剤ポリマーが有する官能基の合計を１当量としたときに、０．
１～２．５当量となるように添加することが好ましい。架橋剤量が０．１当量より少ない
と、凝集力が不足して高速剥離粘着力が大きくなり過ぎることがある。また２．５当量を
超えると、なじみ性（濡れ性）が極端に低下するため好ましくない。より好ましい架橋剤
量は０．３～２当量である。
【００８７】
　［溶剤型再剥離用粘着剤組成物］
　本発明の溶剤型再剥離用粘着剤組成物の不揮発分は、特に限定はされないが、例えば、
１０～８０質量％であることが好ましく、より好ましくは２０～７０質量％、さらに好ま
しくは２５～６０質量％である。特に、塗工に際しては、不揮発分を２０～５０質量％に
調整するのが、塗布作業の点からは好適である。上記不揮発分が１０質量％未満であると
、塗布した後等の乾燥が長時間となり、生産性が低下するおそれがある。また、８０質量
％を超えると、組成物全体の粘度が高くなり、ハンドリング性および塗布性に欠け、実用
性に乏しくなるおそれがある。粘着剤組成物の溶剤は、前記した重合溶媒がいずれも使用
可能であり、前記したように重合溶媒と同じ溶剤が好ましい。
【００８８】
　本発明の粘着剤組成物には、公知の架橋促進剤、粘着付与剤、改質剤、顔料、着色剤、
充填剤、老化防止剤、紫外線吸収剤、紫外線安定剤、帯電防止剤等の添加剤を、本発明の
目的を阻害しない範囲で加えてもよい。
【００８９】
　［再剥離用粘着製品］
　本発明の粘着剤組成物は、再剥離用粘着製品の製造に用いられる。基材あるいは離型紙
の上に粘着剤組成物を塗布し、その乾燥塗膜を形成することによって、基材の片面に粘着
剤層が形成されている粘着製品（粘着テープまたはシート）、基材の両面に粘着剤層が形
成されている粘着製品、基材を有しない粘着剤層のみの粘着製品を得ることができる。紙
基材の粘着製品を製造する場合は、離型紙の上に粘着剤組成物を塗布し、粘着剤層を形成
した後、紙基材に転写する方法も、採用できる。粘着剤層の形成にあたっては、溶剤が飛
散する条件（例えば５０～１２０℃で３０～１８０秒程度）での加熱乾燥を行うことが望
ましい。
【００９０】
　基材としては、上質紙、クラフト紙、クレープ紙、グラシン紙等の従来公知の紙類；ポ
リエチレン、ポリプロピレン、ポリエステル、ポリスチレン、ポリエチレンテレフタレー
ト、ポリ塩化ビニル、セロファン等のプラスチック；織布、不織布等の繊維製品；これら
の積層体等が利用できる。光学用フィルムの表面保護に用いる場合には、基材は、ポリエ
チレンテレフタレート等の透明フィルムが好ましい。基材の厚さは、一般には、２００μ
ｍ以下が好ましく、より好ましくは５～１００μｍ、さらに好ましくは１０～５０μｍ程
度である。これらの基材の片面または両面には、剥離時の帯電防止のため、帯電防止層が
設けられていてもよい。また、粘着剤層との密着性を向上させるため、粘着剤層形成面に
、コロナ放電処理等の公知の易接着化処理を行ってもよい。
【００９１】
　粘着剤組成物を基材に塗布する方法は、特に限定されるものではなく、ロールコーティ
ング法、スプレーコーティング法、ディッピング法等の公知の方法を採用することができ
る。この場合、粘着剤組成物を基材に直接塗布する方法、離型紙等に粘着剤組成物を塗布
した後、この塗布物を基材上に転写する方法等いずれも採用可能である。粘着剤組成物を
塗布した後、乾燥させることにより、基材上に粘着剤層が形成される。
【００９２】
　基材上に形成された粘着剤の表面には、例えば、離型紙を貼着してもよい。粘着剤表面
を好適に保護・保存することができる。剥離紙は、粘着製品を使用する際に、粘着剤表面
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から引き剥がされる。なお、シート状やテープ状等の基材の片面に粘着剤面が形成されて
いる場合は、この基材の背面に公知の離型剤を塗布して離型剤層を形成しておけば、粘着
剤層を内側にして、粘着シート（テープ）をロール状に巻くことにより、粘着剤層は、基
材背面の離型材層と当接することとなるので、粘着剤表面が保護・保存される。
【００９３】
　［粘着剤層の粘着特性］
　本発明の粘着剤組成物は、この粘着剤組成物から得られた厚み２０μｍの粘着剤層が厚
み３８μｍのポリエチレンテレフタレートフィルム基材上に形成されている粘着製品を作
製し、この粘着製品の２３℃、相対湿度６５％におけるアクリル板に対する１８０゜粘着
力を測定したときに、２３℃での１８０゜粘着力が、剥離速度３０ｍ／分（高速剥離）で
は、１．６Ｎ／２５ｍｍ以下が好ましく、１．２Ｎ／ｍｍ以下がより好ましい。また、高
速剥離における粘着力を、剥離速度０．３ｍ／分の低速剥離における粘着力で除した値は
、１８．０以下が好ましい。なお、上記単位「Ｎ／２５ｍｍ」において、「／２５ｍｍ」
の部分は、被着体に圧着させた粘着シートの幅を意味する。
【００９４】
　また、本発明の粘着剤組成物は、上記と同様に粘着製品を作製し、４ｃｍ角の試料を切
り出して、凹凸高低差が５～６μｍである表面を有する被着体上に載置したときに、試料
の全面が被着体に対して濡れるまでの時間（なじみ時間）が６０秒以下であることが好ま
しく、４５秒以内であるとさらに好ましい。なじむまでの時間は短ければ短いほど、なじ
み性に優れているからである。なじみ時間の測定に際しては、試料を被着体上に載置する
前に、予め、試料の一辺から１～２ｍｍ程度を手で被着体に貼り合わせておいてから、な
じみ時間を測定する。なお、「試料の全面が濡れる」とは、粘着製品試料と被着体表面と
の間に存在していた空気が抜けて、試料が被着体表面の凹凸に密着した状態を指す。具体
的には、空気が抜けて、被着体表面に粘着製品試料が密着していくと、試料が透き通って
見えるようになるため、目視で密着状態を観察することができる。また、凹凸高低差とは
、被着体の表面を、例えばレーザー顕微鏡で解析したときに、最大山の頂点と最大谷の底
との距離として表される。
【００９５】
　本発明の再剥離用粘着製品は、光学部材用表面保護フィルムに用いることがあるため、
上記なじみ時間測定の際に用いる被着体として、光学部材の中でもなじみにくいフィルム
の代表例であるアンチグレアフィルムを用いることが好ましい。アンチグレアフィルムと
は、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）や陰極管表示装置（ＣＲＴ）等の画像表示において、蛍
光灯等の外部光源から照射される光線の反射を抑制して、視認性を高めるために設けられ
るフィルムである。このため、アンチグレアフィルムの表面には細かな凹凸が形成されて
おり、反射光を拡散させ、観者が眩しいと感じることを防いでいる。アンチグレアフィル
ムは、通常、シリカや樹脂ビーズ等の光透過性拡散剤をバインダー樹脂に分散させた塗工
液をＰＥＴ等の透明基材表面に塗布し、その後、熱やＵＶ等により硬化させることで製造
されている。表面粗さ（Ｒａ）は、大体０．０５～０．４μｍ程度である。
【００９６】
　［粘着剤層の帯電防止性能］
　粘着剤層の表面抵抗率は１０13Ω未満が好ましい。より好ましくは１０12Ω以下である
。表面抵抗率は、表面抵抗計等を用いれば測定することができる。具体的な測定方法は後
述する。
【実施例】
【００９７】
　以下実施例によって本発明を詳細に説明するが、本発明の範囲はこれら実施例のみに限
定されるものではない。なお、以下では特にことわりのない場合、「％」は「質量％」を
、「部」は「質量部」をそれぞれ示すものとする。
【００９８】
　また、各合成例で示したＴｇは、前記計算式で計算したＴｇである。各モノマーのホモ
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ポリマーのＴｇは、以下の値を用いた。
　ポリ（ＭＡ）：９．９℃
　ポリ（ＭＭＡ）：１０４．９℃
　ポリ（ＶＡｃ）：３０．０℃
　ポリ（２ＥＨＡ）：－７０．０℃
　ポリ（ＢＡ）：－５４．２℃
　ポリ（ＭＴＧ－Ａ）：－５０．０℃
　ポリ（ＡＭ９０Ｇ）：－３０℃
　ポリ（ＨＥＧＭＢ）：－３０℃
　ポリ（ＨＥＡ）：－１５．０℃
　ポリ（４ＨＢＡ）：－３２．０℃
【００９９】
　合成例１（マクロモノマー（Ｅ１）の合成）
　まず、枝ポリマーとなるポリメチルアクリレート（ＰＭＡ）を合成した。メチルアクリ
レート（ＭＡ）２８０部、連鎖移動剤として２-メルカプトエタノール０．９部、溶媒と
して酢酸エチル５１２部を、温度計、撹拌機、不活性ガス導入管、還流冷却器および滴下
ロートを備えたフラスコに添加した。撹拌下、窒素ガスを流通させながら、フラスコの内
温を８０℃まで上昇させ、重合開始剤として酢酸エチル１３．９部で希釈した「ＡＢＮ－
Ｒ」（日本ファインケム社製；２，２’－アゾビスイソブチロニトリル）０．１４部をフ
ラスコに投入して、重合を開始させた。
【０１００】
　反応開始から１０分経過した後、ＭＡ４２０部、２－メルカプトエタノール１．３４部
、前記「ＡＢＮ－Ｒ」０．１４部および酢酸エチル５６部からなる混合物を１時間３０分
に亘ってフラスコに滴下した。滴下終了後、酢酸エチル１１２部を、滴下ロートを洗浄し
ながら添加した。その後、８０℃で２時間５０分熟成し、反応を終了した。
【０１０１】
　次に、上記ＰＭＡに対するラジカル重合性二重結合の導入反応を行った。上記ＰＭＡ溶
液１４００部、「カレンズＭＯＩ（登録商標）」（昭和電工社製；２－イソシアナトエチ
ルメタクリレート）３．９９部、重合禁止剤として「ＡＮＴＡＧＥ－Ｗ４００」（川口化
学工業社製；２，２’－メチレンビス（４－メチル－６－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール）
０．４２部、希釈・洗浄溶剤として酢酸エチル４２部を、温度計、撹拌機、ガス導入管、
還流冷却器および滴下ロートを備えたフラスコに添加した。撹拌下、窒素ガスと酸素ガス
のミックスガスをバブリングさせながら、フラスコの内温を７０℃まで上昇させ、反応触
媒として酢酸エチル１４部で希釈したジブチル錫ジラウレート０．９８部を添加し、付加
反応を始めた。フラスコの内温を７０℃に保ったまま４時間付加反応を行い、反応を終了
した。得られたマクロモノマー（Ｅ１）溶液の不揮発分濃度は４５．８％、Ｍｗは４．５
万であった。Ｍｗの測定方法は後述する。このマクロモノマー（Ｅ１）のＴｇは１０℃で
ある。
【０１０２】
　合成例２（マクロモノマー（Ｅ２）の合成）
　枝ポリマーのモノマー組成を、ＭＡ２８０部、メチルメタクリレート（ＭＭＡ）４２０
部に変更したこと以外は、合成例１と同様にしてマクロモノマー（Ｅ２）を合成した。得
られたマクロモノマー（Ｅ２）溶液の不揮発分濃度は４６．０％、Ｍｗは４．９万であっ
た。このマクロモノマー（Ｅ２）のＴｇは６０℃である。
【０１０３】
　合成例３（マクロモノマー（Ｅ３）の合成）
　枝ポリマーのモノマー組成を、酢酸ビニル（ＶＡｃ）７００部に、「カレンズＭＯＩ」
を「カレンズＡＯＩ（登録商標）」（昭和電工社製；２－イソシアナトエチルアクリレー
ト）３．６３部に変更したこと以外は、合成例１と同様にしてマクロモノマー（Ｅ３）を
合成した。得られたマクロモノマー（Ｅ３）溶液の不揮発分濃度は４３．０％、Ｍｗは３
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．５万であった。このマクロモノマー（Ｅ３）のＴｇは３０℃である。
【０１０４】
　合成例４（マクロモノマー（Ｅ４）の合成）
　枝ポリマーのモノマー組成を、エチルアクリレート（ＥＡ）２８０部、ＭＭＡ４２０部
に変更したこと以外は、合成例３と同様にしてマクロモノマー（Ｅ４）を合成した。得ら
れたマクロモノマー（Ｅ４）溶液の不揮発分濃度は４５．５％、Ｍｗは５．２万であった
。このマクロモノマー（Ｅ４）のＴｇは４０℃である。
【０１０５】
　合成例５（粘着剤ポリマー１の合成）
　温度計、撹拌機、不活性ガス導入管、還流冷却器および滴下ロートを備えたフラスコに
、マクロモノマー（Ｅ１）を不揮発分で８０部、モノマー（Ａ）として２－エチルヘキシ
ルアクリレート（２ＥＨＡ）２０８部とｎ－ブチルアクリレート（ＢＡ）２０部、モノマ
ー（Ｂ）として「ＭＴＧ－Ａ」（共栄社化学社製；メトキシポリエチレングリコールアク
リレート；式（２）において、Ｒ”、Ｒ、Ｒ’がいずれもＨ、Ｒ2はメチル基、ｎは３）
１６０部、モノマー（Ｃ）として２－ヒドロキシエチルアクリレート（ＨＥＡ）１２部を
用い、連鎖移動剤としてｎ－ドデシルメルカプタン（ｎＤＭ）０．４部を用いて、これら
を酢酸エチル３２８部とよく混合して、添加した。撹拌下、窒素ガスを流通させながら、
フラスコの内温を８９℃まで上昇させ、重合開始剤として酢酸エチル４部で希釈した「Ａ
ＢＮ－Ｅ」（日本ファインケム社製；２，２’－アゾビス（２－メチルブチロニトリル）
０．０８部をフラスコに投入して、重合を開始させた。
【０１０６】
　反応開始から１時間後、重合開始剤として酢酸エチル４部で希釈した「ＡＢＮ－Ｅ」０
．０４部を添加した。反応が開始して３時間目から４時間目にかけて、ブースター（後添
加開始剤）として、酢酸エチル３６．８部で希釈した「ＡＢＮ－Ｒ」１．２部を３度に分
割して添加した。その後、さらに７８℃で２時間熟成した。得られた粘着剤ポリマー１の
溶液の不揮発分濃度は４６．２％、Ｍｗは２５．４万であった。この粘着剤ポリマー１の
Ｔｇは－６０℃である。
【０１０７】
　合成例６（粘着剤ポリマー２の合成）
　フラスコへ初期仕込みするモノマーのうち、マクロモノマー（Ｅ１）をマクロモノマー
（Ｅ２）に変え、モノマー（Ａ）として２ＥＨＡ１２８部とＢＡ２０部、モノマー（Ｂ）
として「ＭＴＧ－Ａ」２４０部、連鎖移動剤としてｎＤＭ０．５部用いたこと以外は、合
成例５と同様にして粘着剤ポリマー２を合成した。得られた粘着剤ポリマー２の溶液の不
揮発分濃度は４６．０％、Ｍｗは２３．３万であった。この粘着剤ポリマー２のＴｇは－
６０℃である。
【０１０８】
　合成例７（粘着剤ポリマー３の合成）
　フラスコへ初期仕込みするモノマーのうち、マクロモノマー（Ｅ１）をマクロモノマー
（Ｅ３）に変え、モノマー（Ａ）として２ＥＨＡ１２５．２部とＢＡ２０部、モノマー（
Ｂ）として「ＭＴＧ－Ａ」２４０部、モノマー（Ｃ）として４－ヒドロキシブチルアクリ
レート（４ＨＢＡ）１４．８部、連鎖移動剤としてｎＤＭ０．５部用いたこと以外は、合
成例５と同様にして粘着剤ポリマー３を合成した。得られた粘着剤ポリマー３の溶液の不
揮発分濃度は４５．９％、Ｍｗは２４．０万であった。この粘着剤ポリマー３のＴｇは－
６０℃である。
【０１０９】
　合成例８（粘着剤ポリマー４の合成）
　フラスコへ初期仕込みするモノマーのうち、マクロモノマー（Ｅ１）をマクロモノマー
（Ｅ４）に変更したこと以外は、合成例６と同様にして粘着剤ポリマー４を合成した。得
られた粘着剤ポリマー４の溶液の不揮発分濃度は４６．４％、Ｍｗは２６．２万であった
。この粘着剤ポリマー４のＴｇは－６０℃である。
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【０１１０】
　合成例９（粘着剤ポリマー５の合成）
　フラスコへ初期仕込みするモノマーのうち、マクロモノマー（Ｅ１）を不揮発分で１２
０部、モノマー（Ａ）として２ＥＨＡ１２８部とＢＡ２０部、モノマー（Ｂ）として「Ｍ
ＴＧ－Ａ」２４０部、連鎖移動剤としてｎＤＭ０．６部を用いたこと以外は、合成例５と
同様にして粘着剤ポリマー５を合成した。得られた粘着剤ポリマー５の溶液の不揮発分濃
度は４６．０％、Ｍｗは１４．５万であった。この粘着剤ポリマー５のＴｇは－５６℃で
ある。
【０１１１】
　合成例１０（粘着剤ポリマー６の合成）
　フラスコへ初期仕込みするモノマーのうち、モノマー（Ｂ）として「ＭＴＧ－Ａ」２０
０部と「ＡＭ９０Ｇ」（新中村化学社製；メトキシポリエチレングリコールアクリレート
；式（２）において、Ｒ”、Ｒ、Ｒ’がいずれもＨ、Ｒ2はメチル基、ｎは９）４０部を
用いたこと以外は、合成例５と同様にして粘着剤ポリマー６を合成した。得られた粘着剤
ポリマー６の溶液の不揮発分濃度は４６．３％、Ｍｗは１３．５万であった。この粘着剤
ポリマー６のＴｇは－５４℃である。
【０１１２】
　合成例１１（粘着剤ポリマー７の合成）
　フラスコへ初期仕込みするモノマーのうち、モノマー（Ｂ）として「ＭＴＧ－Ａ」２０
０部とヒドロキシポリエチレングリコール－３－メチル－３－ブテニル（式（１）におい
て、Ｒ1が(ix)、Ｒ、Ｒ’、Ｒ2がいずれもＨ、ｎは１０；ＨＥＧＭＢ）４０部を用いたこ
と以外は、合成例５と同様にして粘着剤ポリマー７を合成した。得られた粘着剤ポリマー
７の溶液の不揮発分濃度は４５．８％、Ｍｗは１２．８万であった。この粘着剤ポリマー
７のＴｇは－５４℃である。
【０１１３】
　合成例１２（粘着剤ポリマー８の合成）
　フラスコへ初期仕込みするモノマーのうち、マクロモノマー（Ｅ２）を不揮発分で１２
０部、モノマー（Ａ）として２ＥＨＡ３６８部とＢＡ２０部、モノマー（Ｂ）はなし、連
鎖移動剤としてｎＤＭ０．１５部を用いたこと以外は、合成例９と同様にして粘着剤ポリ
マー８を合成した。得られた粘着剤ポリマー８の溶液の不揮発分濃度は４６．６％、Ｍｗ
は１４．９万であった。この粘着剤ポリマー８のＴｇは－６８℃である。
【０１１４】
　合成例１３（粘着剤ポリマー９の合成）
　温度計、撹拌機、不活性ガス導入管、還流冷却器および滴下ロートを備えたフラスコに
、モノマー（Ａ）として２ＥＨＡ２０８部とＢＡ２０部、モノマー（Ｂ）として「ＭＴＧ
－Ａ」１６０部、モノマー（Ｃ）としてＨＥＡ１２部を用い、連鎖移動剤としてｎＤＭ０
．０７部を用い、これらを酢酸エチル３８４部とよく混合して、添加した。マクロモノマ
ー（Ｅ）は使用しなかった。撹拌下、窒素ガスを流通させながら、フラスコの内温を９２
℃まで上昇させ、重合開始剤として酢酸エチル０．９部で希釈した「ＡＢＮ－Ｅ」０．１
部をフラスコに投入して、重合を開始させた。
【０１１５】
　反応開始から１時間後、重合開始剤として酢酸エチル１．８部で希釈した「ＡＢＮ－Ｅ
」０．２部を添加した。反応が開始して３．５時間目から５時間目にかけて、ブースター
として、酢酸エチル７．２部で希釈した「ＡＢＮ－Ｖ」（日本ファインケム社製；２，２
’－アゾビス（２，４－ジメチルバレロニトリル）０．８部を４度に分割して添加した。
その後、さらに７８℃で２時間熟成した。得られた粘着剤ポリマー９の溶液の不揮発分濃
度は４８．９％、Ｍｗは３０．９万であった。この粘着剤ポリマー９のＴｇは－６０℃で
ある。
【０１１６】
　合成例１４（粘着剤ポリマー（混合物タイプ）１０の調製）
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　粘着剤ポリマー９の不揮発分１００部に対して、マクロモノマー（Ｅ３）の不揮発分を
２０部添加し、充分に撹拌したものを粘着剤ポリマー１０とした。この粘着剤ポリマー１
０のＴｇは－６０℃である。
【０１１７】
　実験例
　［特性評価］
　各例におけるポリマー特性と、粘着剤ポリマー溶液を用いて特性評価を行った結果を、
表１および表２に併記した。なお、特性評価方法は以下の通りである。
【０１１８】
　［質量平均分子量（Ｍｗ）］
　ＧＰＣ測定装置として東ソー社製の「ＨＬＣ－８２２０ＧＰＣ」を用い、下記条件で測
定し、ポリスチレン標準試料換算値をＭｗとした。
　カラム：東ソー社製「ＴＳＫｇｅｌ　Ｓｕｐｅｒ　ＨＺＭ－Ｈ」×３本
　溶媒：テトラヒドロフラン
　流量：０．３５ｍｌ／分
　注入量：１０μｌ／回
　試料濃度：０．２％
【０１１９】
　［粘着剤組成物の調製および粘着製品（試験テープ）の作製］
　各合成例で得られた粘着剤ポリマー溶液について、酢酸エチルで不揮発分を３４％に調
製した。ポリマー１００部当たり、架橋促進剤としてジブチル錫ジラウレート２５０ｐｐ
ｍ（質量基準）と、架橋剤として「デュラネート（登録商標）２４Ａ－１００」（ヘキサ
メチレンジイソシアネートビュレット変性体；３官能；旭化成社製）を表に示した当量と
なるように加え、さらに、表に示した種類と量の金属塩化合物を加えて、全体をよく撹拌
し、粘着剤組成物を得た。
【０１２０】
　支持基材としてポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルム（東レ株式会社製；厚
さ３８μｍ）を用い、粘着剤組成物を乾燥後の厚さが２０μｍとなるように塗布した後、
１００℃で２分間乾燥させることにより、粘着フィルムを作成した。粘着剤表面に離型処
理を施したＰＥＴフィルムを貼着して保護した後、２３℃の雰囲気下で１週間養生した。
養生後の粘着フィルムは、２３℃、相対湿度６５％の雰囲気で２４時間調湿した後、２５
ｍｍ幅で適当な長さに切断して、試験テープを作製した。なお、離型フィルムは試験を実
施する際に引き剥がした。
【０１２１】
　［剥離粘着力］
　厚さ３ｍｍのアクリル板（日本テストパネル株式会社製の標準試験板）に、２３℃、相
対湿度６５％の雰囲気下で、上記試験テープを２ｋｇのゴムローラで１往復させて圧着す
る。圧着後２４時間放置した後、剥離速度を、低速剥離では０．３ｍ／ｍｉｎ、高速剥離
では３０ｍ／ｍｉｎとし、２３℃の雰囲気下で、ＪＩＳ　Ｋ　６８５４に準じて１８０゜
剥離粘着力を測定した。表には、高速剥離粘着力の評価結果、および、高速剥離粘着力を
低速剥離粘着力で除した値（「高速／低速」として示した）の評価結果を併記した。
【０１２２】
　評価基準は、高速剥離粘着力の場合、１．６Ｎ／２５ｍｍ以下を○、１．６Ｎ／２５ｍ
ｍを超えるものを×とした。「高速／低速」（剥離速度依存性）の場合、１５以下を◎、
１５超１８以下を○、１８を超えるものを×とした。
【０１２３】
　［なじみ性］
　上記試験テープから、４ｃｍ×４ｃｍのサイズの試験片を切り出す。凹凸高低差が５．
７μｍ（レーザー顕微鏡：キーエンス社製「ＶＫ－９７１０」での測定値）である市販の
アンチグレアタイプの液晶保護フィルム（ＢＵＦＦＡＬＯ社製；ＢＯＦ－Ｈ１４１Ｓ）の
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粗面を被着体として用い、粗面が上に来るようにアンチグレアフィルムを平らな面の上に
水平に置く。２３℃、６５％の相対湿度の雰囲気下で、試験片の一辺を端部から１～２ｍ
ｍ程度アンチグレアフィルムに貼り合わせてから、試験片をアンチグレアフィルムの上に
静かに置く。試験片がフィルムに濡れ始めてから、試験片全体がフィルムに完全になじむ
までの時間を測定する。なじみ性は、試験片全体が３０秒以内になじむものを◎、３０秒
を超えるが６０秒以内にはなじむものを○、６０秒を超えるが１２０秒以内にはなじむも
のを△、なじむのに１２０秒を超えるものを×として評価した。
【０１２４】
　［表面抵抗率（Ω）］
　日置電機社製の「ディジタル超絶縁／微少電流計：ＤＳＭ－８１０４」と、オプション
の平板試料用電極「ＳＭＥ－８３１１」を用いて、粘着剤層の表面抵抗率を測定した。試
料は、上記試験テープから５ｃｍ×５ｃｍのサイズに切り出した。測定雰囲気は２３℃、
相対湿度６５％とした。粘着剤層の表面抵抗率が１０12Ω未満を◎、１０12Ω以上１０13

Ω未満を○、１０13Ω以上を×として評価した。
【０１２５】
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【０１２６】
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【表２】

【０１２７】
　本発明の実施例は、いずれも、高速剥離時の粘着力、高速／低速、なじみ性が良好であ
り、粘着特性がバランスよく優れていること、さらには表面抵抗率も低いことが確認でき
た。
【０１２８】
　比較例１は、金属塩化合物を添加しなかったため、表面抵抗率が大きい。比較例２では
、モノマー（Ｂ）としての「ＭＴＧ－Ａ」を共重合しなかったため、なじみ性と表面抵抗
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率が劣っていた。比較例３は、マクロモノマーが共重合されていないため、高Ｔｇポリマ
ー構造を有していない粘着剤ポリマーとなったため、高速剥離時の粘着力が大きく、高速
／低速に劣るものであった。
【産業上の利用可能性】
【０１２９】
　本発明で用いる粘着剤ポリマーは、ガラス転移温度（Ｔｇ）が０℃以上のポリマー構造
と、粘着特性やなじみ性を向上させ得るポリマー構造とを有する粘着剤ポリマーを用いた
ので、高速剥離性、低速での粘着力、被着体に対するなじみ性の全てに優れた粘着剤層を
形成し得る再剥離用粘着剤組成物を提供することができた。また、金属塩化合物を配合し
たので、粘着剤層の帯電防止能も良好となった。従って、上記粘着剤組成物を用いて得ら
れる粘着製品は、光学用偏光板（ＴＡＣ）、位相差板、ＥＭＩ（電磁波）シールドフィル
ム、防眩フィルム、反射防止フィルム等といった光学用部材の表面を保護するための再剥
離用粘着製品として利用可能である。また、その他のプラスチックや金属板の表面の保護
フィルムとしても利用可能である。
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